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復活前第 2 主日/受難節第 5 主日        No. 14 
 

主日礼拝    

 

前奏  

 

 

参集 （報告 ･ 紹介 ･ 予定） 

 

招詞 

「高く、あがめられて、永遠にいまし 

その名を聖と唱えられる方がこう言われる。 

わたしは、高く、聖なる所に住み 

打ち砕かれて、へりくだる霊の人と共にあり 

へりくだる霊の人に命を得させ 

打ち砕かれた心の人に命を得させる。」 

               (イザヤ書 57:15) 

 

頌栄  26「グロリア」 

 
 
 
 

 
 
 
 

受難節のリタニー 

《受難節第 5 主日》 

司式者：弟子たちと同じように私たちは、がっかり 

することによって、なにもできなくなった 

ことがあります。これからは希望を失わな 

いで、その希望による勇気と力で行動でき 

るものとしてください。 

会 衆：主よ、私たちをあわれみ導いてください。 

司式者：イエスさまがみずから十字架を背負いゴル 

ゴダの丘へと歩まれ、すべての苦しみを引き 

受けられて息を引き取ったことをおぼえて、 

このろうそくを消します。  （消火） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

賛美 14-2,4「たたえよ、王なるわれらの神を」 
 

 
 

 
 

祈祷 
 

献金 
 

主の祈り 

天にまします我らの父よ、 

ねがわくは み名をあがめさせたまえ。 

み国を来らせたまえ。 

みこころの天になるごとく 

地にもなさせたまえ。 

我らの日用の糧を、今日も与えたまえ。 

我らに罪をおかす者を我らがゆるすごとく、 

我らの罪をもゆるしたまえ。 

我らをこころみにあわせず、 

悪より救い出したまえ。 

国とちからと栄えとは限りなくなんじのもの 

なればなり。 

アーメン。 
 

賛美 39-5(2回)「ハレルヤ」 

 
 
 
 
 
 
 
 



聖書 マタイによる福音書 20:20～28 
                         新約(新共同訳)P39 
 

 

20 そのとき、ゼベダイの息子たちの母が、その二人の息子

と一緒にイエスのところに来て、ひれ伏し、何かを願おうと

した。21 イエスが、「何が望みか」と言われると、彼女は

言った。「王座にお着きになるとき、この二人の息子が、一

人はあなたの右に、もう一人は左に座れるとおっしゃってく

ださい。」22 イエスはお答えになった。「あなたがたは、

自分が何を願っているか、分かっていない。このわたしが飲

もうとしている杯を飲むことができるか。」二人が、「でき

ます」と言うと、23 イエスは言われた。「確かに、あなた

がたはわたしの杯を飲むことになる。しかし、わたしの右と

左にだれが座るかは、わたしの決めることではない。それ

は、わたしの父によって定められた人々に許されるのだ。」 

24 ほかの十人の者はこれを聞いて、この二人の兄弟のこと

で腹を立てた。25 そこで、イエスは一同を呼び寄せて言わ

れた。「あなたがたも知っているように、異邦人の間では支

配者たちが民を支配し、偉い人たちが権力を振るっている。 

26 しかし、あなたがたの間では、そうであってはならな

い。あなたがたの中で偉くなりたい者は、皆に仕える者にな

り、27 いちばん上になりたい者は、皆の僕になりなさい。 

28 人の子が、仕えられるためではなく仕えるために、ま

た、多くの人の身代金として自分の命を献げるために来たの

と同じように。」 

 

賛美 300「十字架のもとに」 

 

 
 

説教  「イエスさまと同じように」 
 

賛美 445「ゆるしてください」 

 

 
 

派遣 

司式者  主は言われます｡ 

       ｢わたしは誰を遣わすべきか｡｣ 

会 衆   わたしがここにおります。 

           わたしを遣わして下さい。 

 

祝祷 

 

アーメン 

 

 

 

後奏 

 
 

司 式 塩冶 みはる 

説 教  向井 希夫牧師 

奏 楽 大代 惠 

 
※お立ちになるのが困難な方は、 

座ったままで礼拝をお守り下さい。 

 


